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四 万 十 町 教 育 委 員 会 
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日 時： 令和３年４月１３日（火）午前９時００分 

 
場 所： 四万十町役場本庁東庁舎 ２階 町民活動支援室 

 
 

 

 



会 議 次 第 

 
１ 開 会 

２ 教育長あいさつ 

３ 会議録署名委員の指名 

４ 議 題  
① 承認第１号 専決処分の承認について（学校運営協議会委員等の委嘱） 
② 承認第２号 専決処分の承認について（四万十町文化的景観整備管理委員 

会常任委員の委嘱） 
③ 承認第３号 専決処分の承認について（四万十町立小中学校の学校薬剤師 

 の委嘱） 
④ 承認第４号 専決処分の承認について（区域外就学の承諾） 
⑤ 承認第５号 専決処分の承認について（四万十町通学生ヘルメット購入補 

        助金交付要綱の改正） 
⑥ 議案第１号 四万十町教育委員会の権限に属する事務の事務委任及び補助 

執行に関する規則の改正について 

 
５ 協議事項 

 
６ 報告事項 

① 四万十町保育所苦情受付相談員について  
② 四万十町子ども・子育て会議委員について 

③ ４月入学式・始業式の欠席者状況について 

 
７ その他 
 
 
 

教 育 長 山脇 光章 

委  員 横山 順一、 坂本 維子、 石﨑 豊史、 佐々倉 愛 

事 務 局 浜田 章克、  林  瑞穂、  岡 英祐、  東  孝典 



承認第１号 

 
 

専決処分の承認について 

 
 

学校運営協議会委員の委嘱（変更）について、別紙のとおり四万十町教育委員会教

育長に対する事務委任規則第３条の規定に基づき専決したので、同規則第４条の規定

に基づきこれを報告し承認を求める。 

 
令和３年４月１３日 提出 

 
                  四万十町教育長 山脇 光章 
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専 決 書 

 
 
 学校運営協議会委員の委嘱について、四万十町教育委員会教育長に対する事務委任

規則第３条の規定に基づき、下記のとおり専決する。 

 
令和３年４月１日       

 
                  四万十町教育長 山脇 光章 

    
 

記 
 

 
四万十町立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第３条第１項第４

号及び第５号に基づく学校運営協議会委員について、次のとおり変更し委嘱する。 
 

変更前 
影野小学校学校運営協議会委員名簿 

選 出 区 分 氏  名 備   考 

（５）学識経験を有する者 川 村 裕 之 影野６４０－２ 

 
米奥小学校学校運営協議会委員名簿 

選 出 区 分 氏  名 備   考 

（４）学校関係者 弘 光   敦 米奥１４９ 

 
変更後 

影野小学校学校運営協議会委員名簿 

選 出 区 分 氏  名 備   考 

（５）学識経験を有する者 三 宮 佳 子 影野６４０－２ 

 
米奥小学校学校運営協議会委員名簿 

選 出 区 分 氏  名 備   考 

（４）学校関係者 中 越 あかね 米奥１４９ 

 
変更日（委嘱する日）        令和３年４月１日
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参 考 

 

 

影野小学校学校運営協議会委員名簿 

 
任期：令和３年４月１日～ 令和５年３月３１日 

選 出 区 分 氏  名 備   考 

（１）対象学校の所在する地域

住民 

浜 田 好 清 ●●●●●● 

横 山 礼 子 ●●●●●● 

（２）対象学校に在籍する児童

及び生徒の保護者 

鈴 木 信太郎 ●●●●●● 

門 松 詩 乃 ●●●●●● 

（３）地域学校協働活動推進員

その他対象学校の運営に

資する活動を行う者 
西 村 秀 次 ●●●●●● 

（４）学校関係者 坂 山 英 治 ●●●●●● 

（５）学識経験を有する者 

三 宮 佳 子 ●●●●●● 

吉 門 早 苗 ●●●●●● 

岡 田 一 水 ●●●●●● 

（６）前各号に掲げる者のほか

教育委員会が適当である

と認める者 

  

 
 
アドバイザー 

 

氏  名 勤務先・職名 住   所 

安 藤 桃 子 映画監督 ●●●●●● 

 

3



参考 
 

 

米奥小学校学校運営協議会委員名簿 

 
任期：令和３年４月１日～ 令和５年３月３１日 

選 出 区 分 氏  名 備   考 

（１）対象学校の所在する地域

住民 

村 上 智 之 ●●●●●● 

津 野 幸 春 ●●●●●● 

田 村 皓 哉 ●●●●●● 

吉 田 健 一 ●●●●●● 

岡 本 美 子 ●●●●●● 

大 﨑 弘 和 ●●●●●● 

（２）対象学校に在籍する児童

及び生徒の保護者 

坂 本  圭  ●●●●●● 

宮 﨑 健 輔 ●●●●●● 

武 田 貴 彦 ●●●●●● 

（３）地域学校協働活動推進員

その他対象学校の運営に

資する活動を行う者 
岡 本 則 子 ●●●●●● 

（４）学校関係者 中 越 あかね ●●●●●● 

（５）学識経験を有する者 武 田 茂 男 ●●●●●● 

（６）前各号に掲げる者のほか

教育委員会が適当である

と認める者 
  

 
 
アドバイザー 

 

氏  名 勤務先・職名 住   所 

内 田 純 一 高知大学教育学部教授 ●●●●●● 

門 田 雅 人 元米奥小学校長 ●●●●●● 
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参 考 

四万十町教育委員会教育長に対する事務委任規則（平成18年教育委員会規則第４号）抜粋 

（委任） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号。以下「法」とい

う。）第25条第１項の規定に基づき、四万十町教育委員会（以下「教育委員会」という。）

は、次に定める事項を除き、その権限に属する事務を教育長に委任するものとする。 

(１) 教育行政の基本方針に関すること。 

(２) 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

(３) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

(４) 教育委員会の所管に属する学校その他教育機関の設置及び廃止に関すること。 

(５) 教育委員会及び教育委員会の所管する学校その他の教育機関の職員の任免その他人

事に関すること。 

(６) 法第26条の規定による点検及び評価に関すること。 

(７) 法第29条に規定する意見の申出に関すること。 

(８) 幼稚園、小学校及び中学校の通学区域の設定又は変更に関すること。 

(９) 教科書の採択に関すること。 

(10) 教育委員会附属機関の委員の任免等に関すること。 

(11) 重要事項の告示、指令、通知、申請及び報告等に関すること。 

(12) 教職員の組織する職員団体及びその他の諸団体との重要な交渉に関すること。 

(13) 文化財の町指定に関すること。 

(14) 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が特に重要と認める事項。 

第３条 教育長は、緊急の場合には、第１条各号に規定する事務を専決することができる。 

（委員会への報告） 

第４条 教育長は、次に掲げる事項について、次の教育委員会の会議にこれを報告し、承認

を求めなければならない。 

(１) 第１条の規定により教育長に委任した事務で重要なものに関すること。 

(２) 前条の規定により教育長が専決した事務に関すること。 
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参 考 

○四万十町立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則 

令和２年1四万十町教育委員会規則第10号 

 

第１条 ・ 第２条     （略） 

（委員の構成等） 

第３条 協議会の委員（以下「委員」という。）は、12人以内とし、次に掲げる者のうちか

ら教育委員会が委嘱又は任命する。 

(１) 対象学校の所在する地域住民 

(２) 対象学校に在籍する児童及び生徒の保護者 

(３) 社会教育法（昭和24年法律第207号）第９条の７第１項に規定する地域学校協働活動

推進員その他の対象学校の運営に資する活動を行う者 

(４) 学校関係者 

(５) 学識経験を有する者 

(６) 前各号に掲げる者のほか、教育委員会が適当であると認める者 

２ 対象学校の校長は、委員を推薦することができる。 

３ 委員に欠員が生じたときは、新たに委員を委嘱又は任命することができる。 

（委員の任期等） 

第４条 委員の任期は、２年とする。 

２ 前条第３項の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

第５条 ～ 第16条     （略） 

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
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 承認第２号 

 
 

専決処分の承認について 

 
 

四万十町文化的景観整備管理委員会常任委員会常任委員の委嘱について、別紙のと

おり四万十町教育委員会教育長に対する事務委任規則第３条の規定に基づき専決し

たので、同規則第４条の規定に基づきこれを報告し承認を求める。 

 
令和３年４月１３日 提出 

 
                  四万十町教育長 山脇 光章 
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専 決 書 

 
 
 四万十町文化的景観整備管理委員会常任委員の委嘱について、四万十町教育委員会

教育長に対する事務委任規則第３条の規定に基づき、下記のとおり専決する。 

 
令和３年４月１日       

 
                  四万十町教育長 山脇 光章 

    
 

記 
 

 
四万十町文化的景観整備管理員会設置要綱第２条第１項の規定に基づき、四万十町

文化的景観整備管理委員会常任委員について、次のとおり委嘱する。 
 

委嘱期間  令和３年４月１日から令和５年３月３１日 

職名 氏 名 住  所 備  考 

常任委員 中 越 信 和 ●●●●●●●●● 再任 

常任委員 西 山 穏 ●●●●●●●●● 新規 

常任委員 溝 渕 博 彦 ●●●●●●●●● 再任 

常任委員 松 島 朝 秀 ●●●●●●●●● 再任 

常任委員 池 田 十 三 生 ●●●●●●●●● 再任 

常任委員 中 平 克 喜 ●●●●●●●●● 再任 
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参 考 

■常任委員に委嘱する理由等 

住  所 ●●●●●●●●● 

氏  名  中越 信和（なかごし のぶかず） 

推薦理由 

2006 年 4月 1 日より広島大学大学院国際協力研究科教授に就任。主な

研究課題は、「絶滅危惧植物の保存生態学」「景観生態学の基礎と応用研

究」等があります。文化審議会専門委員（文化庁）、文化庁天然記念物

委員会長、新道路技術会議委員及び高知県四万十川流域保全振興委員会

委員長、他多数の委員として活躍されており、平成 23 年度より四万十

町文化的景観整備管理委員会の委員をされています。景観に関する知識

や経験は豊富であり、全国各地で活躍している大学教授の視点で意見を

もらっています。 

 

住  所 ●●●●●●●●● 

氏  名  西山 穏（にしやま やすし） 

推薦理由 

東京大学工学部土木工学科（景観研究室）卒業・東京大学大学院工学

系研究科社会基盤工学専攻（景観研究室）修了。平成 10 年 4 月株式会

社 西日本科学技術研究所に入社し、平成 23 年度から平成 26 年度にか

けて策定した四万十町重要文化的景観整備計画にかかわっています。現

在は環境に配慮した土木を専門とし、ＮＮラントシャフト研究室の代表

を務めています。県内では中土佐町・四万十市の重要文化的景観に関す

る委員会の委員をされており、又、高知県の文化財保護指導員でもあり

ます。 

 

住  所 ●●●●●●●●● 

氏  名  溝渕 博彦（みぞぶち ひろひこ） 

推薦理由 

高知県教育委員会文化財課課長補佐を経て退職。その後 NPO 高知文化

財研究所を開設し、県内外の文化遺産保存活用を指導。現在は、高知県

文化財保護審議会委員、県立歴史民俗資料館調査員、高知東海岸町並み

ネットワーク会議顧問、四万十遺産ネットワークス顧問、他多数の委員

をされています。以上の様に文化財・文化的景観に関する知識・経験は

非常に優れております。 

 

9



 

住  所 ●●●●●●●●● 

氏  名  松島 朝秀（まつしま ともひで） 

推薦理由 

高知大学教育研究部人文社会科学系人文社会科学部門人文社会科学

部兼教師教育センター准教授。各地にある貴重な文化財を科学的な視点

から調査研究する「文化財保存学」を専門としています。「身の周りに

ある文化財」への関わり方をはじめ、「保存」と「活用」のバランスの

取り方など、幅広い視点から四万十町の文化的景観の保存・活用に向け

て意見をもらいます。 

 

住  所 ●●●●●●●●● 

氏  名  池田 十三生（いけだ とみお） 

推薦理由 

四万十町役場を退職された後、四万十川上流淡水漁業協同組合や特定

非営利活動法人朝霧森林倶楽部などさまざまな分野で活躍されており、

平成 18 年度からは四万十町文化財保護審議会会長、現在は平成 23 年度

より四万十町文化的景観整備管理委員会の委員、四万十町景観協議会の

会長もされています。 

 

住  所 ●●●●●●●●● 

氏  名  中平 克喜（なかひら かつき） 

推薦理由 

四万十町教育長を退職された後、公益財団法人四万十公社理事長や平

成 27 年度まで四万十町景観協議会の委員をされているなど、さまざま

な分野で活躍されており、現在は平成 23 年度より四万十町文化的景観

整備管理委員会の委員をされています。四万十川に対する知識等も豊富

であり町内からの視点で意見をもらっています。 
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参 考 

 
四万十町文化的景観整備管理委員会設置要綱 抜粋 

平成 23 年教育長告示第 2 号 

 

（設置） 

第１条 文化的景観の保存と景観行政の円滑な推進を図るため、四万十町文化的景観

整備管理委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 委員会は、学識経験を有する者で全ての案件に関わる６人以内の常任委員と、

国及び地方公共団体の職員、地元住民の代表等で個別の案件に関わる特別委員をも

って組織し、四万十町教育委員会（以下「教育委員会」という。）が委嘱する。 

２ 委員会には、常任委員の互選により委員長と副委員長を置く。 

３ 委員長は、委員会の会務を総括し、会議の議長となる。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは

その職務を代理する。 

５ オブサーバーとして関係する国及び県の職員に委員会への出席を求めるものと

し、必要に応じてその他の関係者もオブサーバーに加えることができるものとする。 

（任期） 

第３条 常任委員の任期は２年とし、再任されることができる。 

２ 特別委員の任期は、個別の案件に関わる審議を行う期間とする。 

（会議） 

第４条 四万十町の文化的景観の保存並びに活用等に係る検討事項について、委員会

の合議が必要と教育委員会が判断する場合は、教育委員会の招集により、委員会を

開催する。 

（審議内容） 

第５条 委員会では次に掲げる事項について、調査・検討を行い審議する。 

（１） 景観の影響に配慮した各事業（公共事業等）における具体的工事工法等 

（２） 地域資源としての景観の利活用 

（３） 景観保全阻害要件が発生した場合の解決方法等 

（４） その他（教育委員会が必要と認めた案件） 

（意見の聴取） 

第５条 委員会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求めて意見を聴取し、

又は資料の提出を求めることができる。 
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承認第３号 

 
 

専決処分の承認について 

 
 

四万十町立小中学校の学校薬剤師の委嘱（変更）について、四万十町教育委員会教

育長に対する事務委任規則第３条の規定に基づき専決したので、同規則第４条の規定

に基づきこれを報告し承認を求める。 

 
令和３年４月１３日 提出 

 
                  四万十町教育長 山脇 光章 
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専 決 書 

 
 
 四万十町立小中学校の学校薬剤師の委嘱について、四万十町教育委員会教育長に対

する事務委任規則第３条の規定に基づき、下記のとおり専決する。 

 
令和３年４月１日       

 
                  四万十町教育長 山脇 光章 

    
 

記 
 

 

学校保健安全法第２３条第３項に基づく四万十町立小中学校の学校薬剤師につい

て、次のとおり変更し委嘱する。 
 

 
変更前 

仁井田小学校、影野小学校の学校薬剤師   西田 直代 

 
変更後 

仁井田小学校、影野小学校の学校薬剤師   岡島 千紗 

 
変更日（委嘱する日）          令和３年４月１日 
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2021.4.1現在

校      医

内  　  科

仁 井 田 小 学 校 高橋
タ カ ハ シ

　均
ヒトシ

土居
ド イ

　詔
アキ

人
ヒト

岡島
オカジマ

　千紗
チ サ

影 野 小 学 校 高橋
タ カ ハ シ

　均
ヒトシ

石元
イシモト

　克実
カ ツ ミ

岡島
オカジマ

　千紗
チ サ

七 里 小 学 校 高橋
タ カ ハ シ

　均
ヒトシ

恒石
ツ ネ イ シ

　宣彦
ノ ブ ヒ コ

渡辺
ワタナベ

　明宏
アキヒロ

米 奥 小 学 校 高橋
タ カ ハ シ

　均
ヒトシ

恒石
ツ ネ イ シ

　宣彦
ノ ブ ヒ コ

渡辺
ワタナベ

　明宏
アキヒロ

窪 川 小 学 校 武田 　丘
  タ   ケ   ダ　　      タカシ

矢野
ヤ ノ

　宗憲
ム ネ ノ リ

矢野
ヤ ノ

　民
タミ

代
ヨ

川 口 小 学 校 石川
イシカワ

　紋
アヤ

子
コ

小畠
コ バ タ

　啓三
ケ イ ゾ ウ

渡辺
ワタナベ

　明宏
アキヒロ

東 又 小 学 校 土居
ド イ

　秀
シ ュ ウ サ ク

策 長山
ナ  ガ  ヤ  マ

　久美
   ク　 　ミ　  　コ

子 高橋
タカハシ

　瑛順
ハナ　エ

興 津 小 学 校 土居
ド イ

　秀
シ ュ ウ サ ク

策 矢野
ヤ ノ

　宗憲
ム ネ ノ リ

高橋
タカハシ

　瑛順
ハナ　エ

小畠
コ バ タ

　啓三
ケ イ ゾ ウ

長山
ナ  ガ  ヤ  マ

　久美
   ク　 　ミ　  　コ

子 矢野
ヤ ノ

　民
タミ

代
ヨ

矢野
ヤ ノ

　宗憲
ム ネ ノ リ

田 野 々 小 学 校 澤田
サ ワ ダ

　由紀子
ユ キ コ

岩
イ ワ

﨑
サ キ

　善
ヨ シ

仁
ヒ  ト

野村
ノ ム ラ

　泰之
ヒロユキ

北 ノ 川 小 学 校 澤田
サ ワ ダ

　由紀子
ユ キ コ

岩
イ ワ

﨑
サ キ

　善
ヨ シ

仁
ヒ  ト

野村
ノ ム ラ

　泰之
ヒロユキ

大 正 中 学 校 澤田
サ ワ ダ

　由紀子
ユ キ コ

岩
イ ワ

﨑
サ キ

　善
ヨ シ

仁
ヒ  ト

野村
ノ ム ラ

　泰之
ヒロユキ

北 ノ 川 中 学 校 澤田
サ ワ ダ

　由紀子
ユ キ コ

岩
イ ワ

﨑
サ キ

　善
ヨ シ

仁
ヒ  ト

野村
ノ ム ラ

　泰之
ヒロユキ

十 川 小 学 校 澤田
サ ワ ダ

　由紀子
ユ キ コ

土居
ド イ

　詔
アキ

人
ヒト

松田
マ ツ ダ

　吉史
ヨシフミ

昭 和 小 学 校 澤田
サ ワ ダ

　由紀子
ユ キ コ

土居
ド イ

　詔
アキ

人
ヒト

松田
マ ツ ダ

　吉史
ヨシフミ

十 川 中 学 校 澤田
サ ワ ダ

　由紀子
ユ キ コ

土居
ド イ

　詔
アキ

人
ヒト

松田
マ ツ ダ

　吉史
ヨシフミ

令和３年度　四万十町小中学校  校医・歯科医・薬剤師一覧

学  校  名 歯　科　医 薬　剤　師

窪 川 中 学 校

石川
イシカワ

　紋
アヤ

子
コ

土居　秀策
 ド   イ　    シュウサク
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参 考 

 

○ 学校保健安全法 抜粋 

 

（学校医、学校歯科医及び学校薬剤師） 

第２３条 学校には、学校医を置くものとする。 

２ 大学以外の学校には、学校歯科医及び学校薬剤師を置くものとする。 

３ 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師は、それぞれ医師、歯科医師又は薬剤師のう

ちから、任命し、又は委嘱する。 

４ 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師は、学校における保健管理に関する専門的事

項に関し、技術及び指導に従事する。 

５ 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の職務執行の準則は、文部科学省令で定める。 
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承認第４号 

 
 

専決処分の承認について 

 
 

区域外就学申請の承諾について、別紙のとおり四万十町教育委員会教育長に対する

事務委任規則第３条の規定に基づき専決したので、同規則第４条の規定に基づきこれ

を報告し承認を求める。 

 
 

令和３年４月１３日 提出 

 
 

四万十町教育長 山脇 光章   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16



 

 

専 決 書 

 
 
 区域外就学申請の承諾について、四万十町教育委員会教育長に対する事務委任規則

第３条の規定に基づき、下記のとおり専決する。 

 
   令和３年３月３１日 

            
                     四万十町教育長 山脇 光章 

 
 

記 

 
 
 学校教育法施行令（昭和２８年政令第３４０号〕第９条第２項の規定に基づき、令

和３年３月３０日付け２高教学第２０７８号により高知市教育委員会から協議があ

った区域外就学については、次のとおり承諾する。 

 
 
１ 児童生徒名   ●● ●●  ●●●●●● 
２ 保護者氏名   ●● ●● 
３ 住民登録地   四万十町●●●● 
４ 現 住 所   ●●●●●● 

５ 就学指定校   ●●●●学校 

６ 区 域 外 校   ●●●●学校 
７ 期   間   令和３年４月１日 ～ 令和４年３月３１日 
８ 事   由    ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 
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参 考  

○ 学校教育法施行令【抜粋】 
（昭和 28 年 10 月 31 日政令第 340 号〕 

 
（区域外就学等） 
第９条 児童生徒等をその住所の存する市町村の設置する小学校、中学校（併設型中

学校を除く。）又は義務教育学校以外の小学校、中学校、義務教育学校又は中等教育

学校に就学させようとする場合には、その保護者は、就学させようとする小学校、

中学校、義務教育学校又は中等教育学校が市町村又は都道府県の設置するものであ

るときは当該市町村又は都道府県の教育委員会の、その他のものであるときは当該

小学校、中学校、義務教育学校又は中等教育学校における就学を承諾する権限を有

する者の承諾を証する書面を添え、その旨をその児童生徒等の住所の存する市町村

の教育委員会に届け出なければならない。 
２ 市町村の教育委員会は、前項の承諾（当該市町村の設置する小学校、中学校（併

設型中学校を除く。）又は義務教育学校への就学に係るものに限る。）を与えようと

する場合には、あらかじめ、児童生徒等の住所の存する市町村の教育委員会に協議

するものとする。 
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承認第５号 

 
 

専決処分の承認について 

 
 

四万十町通学生ヘルメット購入補助金交付要綱の改正について、別紙のとおり四万

十町教育委員会教育長に対する事務委任規則第３条の規定に基づき専決したので、同

規則第４条の規定に基づきこれを報告し承認を求める。 

 
 

令和３年４月１３日 提出 

 
 

四万十町教育長 山脇 光章   
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専 決 書 

 
 
 四万十町通学生ヘルメット購入補助金交付要綱の改正について、四万十町教育委員

会教育長に対する事務委任規則第３条の規定に基づき、別紙のとおり専決する。 

 
   令和３年４月１日 

            
                     四万十町教育長 山脇 光章 
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 四万十町通学生ヘルメット購入補助金交付要綱を次のように定める。 

 

令和３年４月１日 

 

四万十町教育長 山脇 光章 

 

四万十町教育長告示第８号 

 

四万十町通学生ヘルメット購入補助金交付要綱 

 

四万十町通学生ヘルメット購入補助金交付要綱（平成18年教育長訓令第13号）

の全部を改正する。 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、児童及び生徒の交通安全対策のため、四万十町通学生ヘルメッ

ト購入補助金（以下「補助金」という。）を交付することについて、必要な事項を

定めるものとする。 

（交付対象者） 

第２条 補助金の交付の対象となる者は、四万十町立学校に通学する児童及び生徒の

保護者とする。 

 （補助対象経費） 

第３条 補助金の交付の対象となる経費は、学校指定の通学用ヘルメット（初回購入

分に限る。）の購入費とする。 

 （補助金の額） 

第４条 補助金の額は、ヘルメット購入費の２分の１とし、２千円を限度とする。 

 （交付申請） 

第５条 補助金の交付を申請しようとする者は、補助金交付申請書兼請求書（様式第

１号）に領収書の写しを添えて、教育長に提出しなければならない。 

 （交付決定） 

第６条 教育長は、前条の申請があったときは、その内容を審査し、適当であると認
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めたときは、補助金の交付を決定する。 

２ 教育長は、前項の決定をしたときは、補助金交付決定通知書（様式第２号）によ

り当該申請者に通知し、補助金を交付するものとする。 

 （決定の取消し） 

第７条 教育長は、補助金の交付を決定した者が次の各号のいずれかに該当すると認

めるときは、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消すことがある。 

 （１）偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

 （２）その他教育長が不適当と認める事由が生じたとき。 

 （補助金の返還） 

第８条 教育長は、補助金の交付の決定を取り消した場合において、補助事業の当該

取消しに係る部分に関し既に補助金が交付されているときは、期限を定めて当該補

助金を返還させるものとする。 

 （その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行する。 
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様式第１号（第５条関係） 

年   月   日 

四万十町教育長 様 

申請者 住所               

氏名             ㊞ 

 

四万十町通学生ヘルメット購入補助金交付申請書兼請求書 

 

 四万十町通学生ヘルメット購入補助金交付要綱第５条の規定に基づき、下記のと

おり申請及び請求します。 

 

記 

 

１ 対象児童又は生徒の通学する学校名及び氏名 

 

  （学校名）              

  （氏 名）              

 

２ 交付申請・請求額          円 

 

ヘルメット購入額 

（消費税及び地方消費

税を含む。） 

補助率 
補助金額 

（2,000円が上限です。）

円 １／２ 円

 （注）領収書の写しを別紙に添付してください。 

（振込先） 

金融機関名 
支店名 預金種類 口座番号 口座名義人 

    
ﾌﾘｶﾞﾅ 
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様式第２号（第６条関係） 

四万十町教委指令第  号 

 

申請者（保護者）住 所              

氏 名              

 

四万十町通学生ヘルメット購入補助金交付決定通知書 

 

     年  月  日付けで申請のあった、    年度四万十町通学生ヘルメ

ット購入補助金については、下記の条件を付して金     円を交付します。 

  

      年  月  日 

                      四万十町教育長 

 

記 

 

〔条件〕 

  四万十町補助金等交付規則又は四万十町通学生ヘルメット購入補助金交付要綱 

の定めに違反した場合は、補助金の交付決定の全部又は一部につき、これを返還 

させることがあります。 
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当
す
る

者
と
す
る

。
 

 
（

１
）

四
万

十
町

立
小

学
校

又
は

中
学

校
へ

通
学

す
る

児
童

又
は

生
徒

で
あ

り
、

現
に

学
校

指
定
の

通
学
用

ヘ
ル
メ
ッ

ト
を

初
め

て
購
入

し
た
新
入

生
の

保
護

者
 

 
（

１
）

四
万

十
町

立
小

学
校

又
は

中
学

校
へ

通
学

す
る

児
童

又
は

生
徒

で
あ

り
、

現
に

学
校

指
定
の

通
学
用

ヘ
ル
メ
ッ

ト
を

初
め

て
購
入

し
た
新
入

生
の

保
護

者
 

（
２

）
そ
の

他
教

育
長

が
特
に
必

要
と
認

め
た
者
 

（
２

）
そ
の

他
特

に
教

育
長
が
必

要
と
認

め
た
者
 

（
補

助
金
の

額
）
 

（
補

助
金
の

額
）
 

第
４

条
 

補
助

金
の

額
は

、
学

校
指

定
の

通
学

用
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
購

入
に

要
す

る
経

費
の

２
分

の
１
以

内
の
額

と
す
る
。

た
だ

し
、

補
助
金

の
上
限
は

２
千

円
と

す
る
。
 

第
４

条
 

補
助

金
の

額
は

、
学

校
指

定
の

通
学

用
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
購

入
に

要
す

る
経

費
の

２
分

の
１
以

内
の
額

と
す
る
。

た
だ

し
、

補
助
金

の
上
限
は

２
千

円
と

す
る
。
 

（
補

助
金
の

交
付
の

申
請
）
 

（
補

助
金
の

交
付
の

申
請
）
 

第
５

条
 

補
助

金
の

交
付

の
申

請
を

し
よ

う
と

す
る

補
助

対
象

者
（

以
下

「
申

請
者

」
と

い
う

。
）

は
、

補
助

金
交

付
申

請
書
兼

請
求

書
（

様
式

第
１

号
）

に
領

収
書

の
写

し
を

第
５

条
 

補
助

金
の

交
付

の
申

請
を

し
よ

う
と

す
る

補
助

対
象

者
（

以
下

「
申

請
者

」
と

い
う

。
）

は
、

交
付

申
請

書
（

様
式

第
１

号
）

に
関

係
書

類
を

添
え

て
教

育
長

に
提

出
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2
/
3
 

改
正

後
 

改
正

前
 

添
え

て
、

教
育

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
 

（
補

助
金
の

交
付
の

決
定
及
び

通
知

）
 

（
補

助
金
の

交
付
の

決
定
及
び

通
知

）
 

第
６

条
 
教

育
長
は

、
補
助
金

の
交

付
申

請
が
あ

っ
た
と
き

は
、
当
該

申
請
書

を
審
査
し

、

補
助

金
を

交
付

す
べ

き
も

の
と

認
め

る
と

き
は

、
補

助
金

の
交

付
を

決
定

し
、

補
助

金

交
付

決
定

通
知

書
（

様
式

第
２

号
）

に
よ

り
申

請
者

に
通

知
す

る
と

と
も

に
補

助
金

を

交
付

す
る

も
の

と
す
る

。
 

第
６

条
 
教

育
長
は

、
補
助
金

の
交

付
申

請
が
あ

っ
た
と
き

は
、
当
該

申
請
書

を
審
査
し

、

補
助

金
を

交
付

す
べ

き
も

の
と

認
め

る
と

き
は

、
補

助
金

の
交

付
を

決
定

す
る

も
の

と

す
る

。
 

削
除

 
２

 
教

育
長

は
、

補
助

金
の

交
付

決
定

を
し

た
と

き
は

、
速

や
か

に
そ

の
決

定
し

た
内

容

及
び

こ
れ

に
付

し
た

条
件

を
記

載
し

た
補

助
金

の
交

付
決

定
通

知
書

（
様

式
第

２
号

）

に
よ

り
申
請

者
に
通

知
す
る
も

の
と

す
る

。
 

 
削

除
 

 
（

実
績
報

告
）
 

削
除

 
第

７
条

 
申

請
者

は
、

購
入

が
完

了
し

た
時

点
で

、
実

績
報

告
書

（
様

式
第

３
号

）
に

教

育
長

が
定
め

る
書
類

を
添
え
て

、
報

告
し

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
 

削
除

 
 

（
補

助
金

の
額
の

確
定
及
び

通
知

）
 

 
削

除
 

第
８

条
 

教
育

長
は

、
前

条
の

報
告

を
受

け
た

場
合

に
お

い
て

は
、

実
績

報
告

書
を

審
査

し
、

補
助

金
の

交
付

決
定

内
容

及
び

こ
れ

に
付

し
た

条
件

に
適

合
す

る
と

認
め

る
と

き

は
、

交
付

す
べ

き
補

助
金

の
額

を
確

定
し

、
補

助
金

の
交

付
確

定
通

知
書

（
様

式
第

４

号
）

に
よ
り

申
請
者

に
通
知
す

る
も

の
と

す
る
。
 

 
削

除
 

 
（

補
助
金

の
交
付

）
 

 
削

除
 

第
９

条
 

前
条

の
規

定
よ

り
交

付
す

べ
き

額
が

確
定

し
た

後
に

、
申

請
者

の
請

求
に

よ
り

補
助

金
を
交

付
す
る

。
 

 
（

決
定
の

取
消
し

）
 

 
（

決
定
の

取
消
し

）
 

第
７

条
 

教
育

長
は

、
補

助
金

の
交

付
を

決
定

し
た

者
が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該
当

す
る

と
認

め
る

と
き

は
、

補
助

金
の

交
付

決
定

の
全

部
又

は
一

部
を

取
消

す
こ

と
が

あ

る
。
 

第
１

０
条

 
教

育
長

は
、
申

請
者

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

認
め

る
と

き

は
、

補
助
金

の
交
付

決
定
の
全

部
又

は
一

部
を
取

消
す
こ
と

が
あ

る
。
 

（
１

）
偽
り

そ
の
他

不
正
の
手

段
に

よ
り

補
助
金

の
交
付
を

受
け

た
と

き
。
 

 
（

１
）
偽

り
そ
の

他
不
正
の

手
段

に
よ

り
補
助

金
の
交
付

を
受

け
た

と
き
。
 

 
（

２
）
そ

の
他

教
育
長

が
不

適
当

と
認

め
る

事
由

が
生
じ

た
と

き
。
 

 
（

２
）
補

助
事

業
の
目

的
を

達
成

し
な

か
っ

た
と

き
。
 

 
削

除
 

 
（

３
）
こ

の
要
綱

の
規
定
に

違
反

し
た

と
き
。
 

 
（

補
助
金

の
返
還

）
 

 
（

補
助
金

の
返
還

）
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3
/
3
 

改
正

後
 

改
正

前
 

第
８

条
 

教
育

長
は

、
補

助
金

の
交

付
の

決
定

を
取

消
し

た
場

合
に

お
い

て
、

補
助

事
業

の
当

該
取

消
し

に
係

る
部

分
に

関
し

既
に

補
助

金
が

交
付

さ
れ

て
い

る
と

き
は

、
期

限

を
定

め
て
当

該
補
助

金
を
返
還

さ
せ

る
も

の
と
す

る
。
 

第
１

１
条

 
教

育
長

は
、

補
助

金
の

交
付

の
決

定
を

取
消

し
た

場
合

に
お

い
て

、
補

助
事

業
の

当
該

取
消

し
に

係
る

部
分

に
関

し
既

に
補

助
金

が
交

付
さ

れ
て

い
る

と
き

は
、

期

限
を

定
め
て

当
該
補

助
金
を
返

還
さ

せ
る

も
の
と

す
る
。
 

 
削

除
 

 
（

学
校
長

に
よ
る

代
行
）
 

 
削

除
 

第
１

２
条

 
こ

の
補

助
金

の
交

付
申

請
、

実
績

報
告

及
び

請
求

は
、

新
入

生
が

在
籍

す
る

学
校

長
が
補

助
対
象

者
に
代
り

、
学

校
分

を
取
り

ま
と
め
て

行
う

こ
と

が
で
き

る
。
 

 
削

除
 

２
 

前
項

に
規

定
す

る
学

校
長

に
よ

る
代

行
の

場
合

は
、

全
て

の
様

式
に

あ
る

保
護

者
を

学
校

長
に

変
更

し
行

う
も

の
と

し
、

交
付

申
請

書
及

び
実

績
報

告
書

に
は

児
童

又
は

生

徒
ご

と
の

ヘ
ル

メ
ッ

ト
購

入
費

が
確

認
で

き
る

書
類

を
必

ず
添

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 
（

そ
の

他
）

 
 

第
９

条
 

こ
の
要

綱
に

定
め
る

も
の

の
ほ

か
、
必
要

な
事
項

は
、
教
育

長
が

別
に

定
め
る

。
 

附
 

則
 

附
 

則
 

こ
の

訓
令

は
、

平
成

1
8
年

５
月

2
3
日

か
ら

施
行

し
、

平
成

1
8
年

４
月

１
日

か
ら

適
用

す

る
。
 

こ
の

訓
令

は
、

平
成

1
8
年

５
月

2
3
日

か
ら

施
行

し
、

平
成

1
8
年

４
月

１
日

か
ら

適
用

す

る
。
 

附
 

則
（
平

成
2
5年

７
月

11
日

教
育

長
訓

令
第
６

号
）
 

附
 

則
（
平

成
2
5年

７
月

11
日

教
育

長
訓

令
第
６

号
）
 

こ
の

訓
令
は

、
交
付

の
日
か
ら

施
行

し
、

平
成

25
年

４
月
１

日
か

ら
適

用
す
る

。
 

こ
の

訓
令
は

、
交
付

の
日
か
ら

施
行

し
、

平
成

25
年

４
月
１

日
か

ら
適

用
す
る

。
 

附
 

則
（
平

成
3
1年

３
月

22
日

教
育

長
訓

令
第
３

号
）
 

附
 

則
（
平

成
3
1年

３
月

22
日

教
育

長
訓

令
第
３

号
）
 

こ
の

告
示
は

、
平
成

3
1
年
４
月

１
日

か
ら

施
行
す

る
。
 

こ
の

告
示
は

、
平
成

3
1
年
４
月

１
日

か
ら

施
行
す

る
。
 

附
 

則
 

 

こ
の

規
則

は
、
令

和
３

年
４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
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議案第１号 

 

 

四万十町教育委員会の権限に属する事務の事務委任及び補助執行に関する規 

則の改正について 

 
 

四万十町教育委員会の権限に属する事務の事務委任及び補助執行に関する規則を

下記のように改正することについて、委員会の意見を求める。 

 

令和３年４月１３日 提出       

 

                 四万十町教育長  山脇 光章 

 

 

記 

 
 

   四万十町教育委員会の権限に属する事務の事務委任及び補助執行に関する規

則の一部を改正する規則 

 

四万十町教育委員会の権限に属する事務の事務委任及び補助執行に関する規則（平

成 26 年四万十町教育委員会規則第４号）の一部を次のように改正する。 

 別表第２中「 

教育委員会組織規則第３条に規定する学校教育課の分掌

事務のうち幼稚園に関すること並びに組織規則第４条に

規定する生涯学習課の分掌事務のうち講座の開設、講習

会、講演会、展示会その他の集会の開催及びこれらの奨

励に関すること及び文化財の調査、保存及び活用に関す

ることに係る地域事務並びに施設及び財産管理に関する

こと 

大正地域振興局長 

大正地域振興局の職員 

十和地域振興局長 

十和地域振興局の職員 

」を「 

教育委員会組織規則第３条に規定する学校教育課の分掌

事務のうち幼稚園に関すること並びに組織規則第４条に

規定する生涯学習課の分掌事務のうち講座の開設、講習

会、講演会、展示会その他の集会の開催及びこれらの奨

励に関すること及び文化財の調査、保存及び活用に関す

大正地域振興局長 

大正地域振興局の職員 

十和地域振興局長 

十和地域振興局の職員 
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ることに係る地域事務並びに施設及び財産管理に関する

こと 

教育委員会組織規則第４条に規定する生涯学習課の分掌

事務のうち町立図書館の設置及び管理運営に関すること

並びに町立美術館の設置及び管理運営に関すること（新

たに整備する施設における町立図書館及び町立美術館と

しての機能に関することに限る。） 

企画課文化的施設整備

推進室の職員 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 
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(
 
1
/1
 
) 

四
万
十
町
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
事
務
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
教
委
規
則
に
つ
い
て

 

 

改
正
後
 

改
正
前
 

別
表
第
２
（
第
３
条
関
係
）
 

別
表
第
２
（
第
３
条
関
係
）
 

補
助
執
行
さ
せ
る
事
務
 

執
行
職
員
 

教
育
委
員
会
組
織
規
則
第
３
条
に
規
定
す
る
学
校
教
育
課
の
分
掌
事

務
の
う
ち
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
組
織
規
則
第
４
条
に
規
定

す
る
生
涯
学
習
課
の
分
掌
事
務
の
う
ち
講
座
の
開
設
、
講
習
会
、
講

演
会
、
展
示
会
そ
の
他
の
集
会
の
開
催
及
び
こ
れ
ら
の
奨
励
に
関
す

る
こ
と
及
び
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
係

る
地
域
事
務
並
び
に
施
設
及
び
財
産
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

大
正
地
域
振
興
局
長
 

大
正
地
域
振
興
局
の
職
員
 

十
和
地
域
振
興
局
長
 

十
和
地
域
振
興
局
の
職
員
 

教
育
委
員
会
組
織
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
生
涯
学
習
課
の
分
掌
事

務
の
う
ち
町
立
図
書
館
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と
並
び

に
町
立
美
術
館
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と
（
新
た
に
整

備
す
る
施
設
に
お
け
る
町
立
図
書
館
及
び
町
立
美
術
館
と
し
て
の
機

能
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
 

企
画
課
文
化
的
施
設
整
備

推
進
室
の
職
員
 

 

補
助
執
行
さ
せ
る
事
務
 

執
行
職
員
 

教
育
委
員
会
組
織
規
則
第
３
条
に
規
定
す
る
学
校
教
育
課
の
分
掌
事

務
の
う
ち
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
組
織
規
則
第
４
条
に
規
定

す
る
生
涯
学
習
課
の
分
掌
事
務
の
う
ち
講
座
の
開
設
、
講
習
会
、
講

演
会
、
展
示
会
そ
の
他
の
集
会
の
開
催
及
び
こ
れ
ら
の
奨
励
に
関
す

る
こ
と
及
び
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
係

る
地
域
事
務
並
び
に
施
設
及
び
財
産
管
理
に
関
す
る
こ
と
 

大
正
地
域
振
興
局
長
 

大
正
地
域
振
興
局
の
職
員
 

十
和
地
域
振
興
局
長
 

十
和
地
域
振
興
局
の
職
員
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